






















要約:今年度は,前年度に計画し,一部実施した調査1.調査2.調査3.の 3種類の調査を行い,

次のような結果を得た。 

調査 1は,児の出生が父親の生活や意識をどのように変えるか,について調べたものである

が,前年度の妻の妊娠の段階におけるよりも,更に父親の多くは,強く父性としての責任を

強く意識しており,実際に育児や家事に協力している。しかし,父親自身の生活に育児は大

きな圧力となっていることも事実であり,その為の不満も一部の父親においてはかなり強

くみられた。 

調査 2では,幼稚園児と保育園児の父親の育児参加状況を調べたが,その内容に違いはある

にしても,殆んどの父親は家庭で児の教育や育児に参加しており,両者の間の育児参加量に

差はみられない。同時に父親の育児参加量と児の性格・行動特徴との関連についてみたと

ころ,自律性やがまんする力など数項目に相関がみられた。 

調査 3 では,学童期の父子関係が青年期の父親へのイメージ形成に大きな影響を及ぼして

いることが判明した。学童期において父親へ親和的感情をもっていたものの多くは,青年期

において父親を敬愛の対象としていた。 


